
2010 年 10 月 1 日 
 

関係各位 

 

会 社 名 日本リスク・データ・バンク株式会社 

代表者名 代表取締役社長 大久保 豊 

所 在 地 東京都港区芝公園一丁目 8番 21 号 

 

 

日本リスク・データ・バンク株式会社（ＲＤＢ）について 

四大金融グループ及び地方銀行を中心とした全国の 60 以上の銀行・金融機関が参加する、貸出先企業の信用状態や財務情

報を共有するデータベースコンソーシアム。2000 年 4 月の設立以来、約 55 万先の国内企業に関する財務情報を集積し、参

加金融機関に情報還元している。統計的、定量的な手法に基づく信用リスク管理の高度化を目的とした匿名のデータベース

であり、各種信用調査会社と異なり具体的な企業名・所在地等、企業を特定できる情報は有していない。 

 

日本リスク・データ・バンク 

オペレーショナル・リスク・データベースのサービスを開始 

 
日本リスク・データ・バンク株式会社（RDB）は、金融機関における事故・ミスに起因する内部損失

情報を共有する国内初のサービス「オペレーショナル・リスク・データベース」について、平成 22 年

10 月１日よりサービス提供を開始した。 
 
本データベースを利用することで参加金融機関は、他社で発生した事故事例を参照することにより、

自社のオペレーショナル・リスクの状況・水準を客観的に把握することが可能となる。また、既存のリ

スク事象に対する削減策を具体的に検討する材料となるだけでなく、自社内では未発生の事故事例等に

対する予防的施策の策定にも活用が期待される。加えて RDB では、オペレーショナル・リスクの計量

に関しても実務での活用を意識したアウトプットの提供を計画している。 
 
参加に当たっては、入会金 210 万円のほか、毎年 315 万円の会費と、自社内で発生した内部損失にか

かるデータを共有データベースに提供することが必要となる。なお、RDB が既にサービス提供してい

る信用リスクにかかるデータベースの会員については入会金が免除となるほか、一定額の会費が割り引

かれる。第一次会員の申込受付は 9 月末までであったが、10 月 1 日以降も引き続き参加会員を募集し

ている。サービス開始当初の参加会員は、大手金融機関、地方銀行をはじめとする全 13 社であるが、

このほか大手行を含む複数の金融機関において順次入会の検討・準備が進んでおり、1 年以内には 20～
30 社程度の会員の参加を見込んでいる。 

 

（関連ＵＲＬ：http://www.riskdatabank.co.jp/） 
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お問い合わせ先 

日本リスク・データ・バンク株式会社 
本件に関するご連絡先  ： 塩見 （bp@riskdatabank.co.jp） 
弊社広報に関するご連絡先： 池  （db@riskdatabank.co.jp） 
〒105-0011 東京都港区芝公園一丁目 8 番 21 号 芝公園リッジビル 9 階 
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